平成２３年度　全国高等学校農場協会　近東支部大会
資料作成様式、研究の要点、討議要旨
大会テーマ「『農のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(まなびや),学舎)』に集う生徒が元気になる農業教育の推進」
　最近、地球温暖化、環境破壊、生物多様性、食糧自給率と言った言葉がよく聞かれます。
これらは農業と大きな関わりがあり、実に農業は自然を相手に農産物を作っているのです。
しかし、農業を取り巻く環境は、大変厳しいものがあり、農家の意欲も今のままでは減退せざるを得ないように感じます。
　収益とならない山が管理されずに放置されている。農薬や化学肥料を使うから環境が悪くなっている。田畑周辺の生物が居なくなった。食糧自給率が４０％を割ってしまった。等々、農業に関連して、よく言われていますが、少しずつ改善の動きが出てきています。
　今、日本の農業を持続可能なものとするための方法や施策を講じていかないと、農業を志ざす人が更に少なくなり、農業が元気を無くしてしまいます。そうすれば、食糧自給率の向上は夢物語となり、日本農業は壊滅的な打撃を受けることとなっていきます。かつて食糧自給率の低迷に苦しんだヨーロッパ各国を参考に、「農業こそ国の基本である」との思いを大切にしながら、日本農業の歴史に学び、将来を見通しながら、多くの人々の理解と協力を得て取り組んでいくことが必要であると考えます。
　そのための１つの方法として、農業高校では、私たちに出来ることを考えながら実行していくことが大切と考えます。とりわけ、農業への理解者や、将来に自営を志せる知識・技術を学ぶ若者を育てていくことが必要ではないでしょうか。
そして、農業の学舎に学ぶ生徒たちがいろいろの体験を通して元気に学校生活を送り、農業の大切さを知って、将来、地域に貢献してくれることが、さらに農業高校の活性化につながると信じます。
　未来の近畿・東海地区の農業のために、未来の日本農業のために、農業高校に学ぶ生徒が元気に、また、そこから教職員も元気をもらえるような農業高校でありたいと思います。
　分科会の構成
	分科会
	内　　　　　容
	司　会
	指導助言
	発　表

	１

	生産・流通系科目の内容と効果的な指導方法について
	三重

	三重
  京都
	三重・和歌山・岐阜


	２

	食品加工系科目の内容と効果的な指導方法について
	愛知

	愛知
  奈良
	愛知・兵庫・京都


	３

	環境・ヒューマンサービス系科目の内容と効果的な指導方法について
	滋賀

	滋賀
 和歌山
	滋賀・大阪・奈良


	４

	学校農業クラブ活動の活性化に向けた取り組み

	岐阜

	岐阜
  兵庫
	岐阜・三重・和歌山


	５

	進路指導の現状と展望について

	京都

	京都
  大阪
	京都・愛知・兵庫


	６

	生徒に元気を与える農場運営のあり方

	奈良

	奈良
  三重
	奈良・滋賀・大阪



　
第１分科会
	司会
	三重
	指導助言
	三重・京都
	発表者
	三重・和歌山・岐阜


○資料作成様式
	

	
	分科会
	第１
	課題テーマ
	生産・流通系科目の内容と効果的な指導方法について
	

	
	府県名
	
	学校名
	
	職・氏名
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	事前研究の要点
１．所属学科（コース）の目標
２．該当科目名とその科目がコース目標に対しての役割
３．科目の具体的な到達目標
４．取り組みの工夫や実践例
５．成果と課題



○討議要旨
	本分科会では、生徒に科目の内容を確実に理解をさせ、どのような力をつけさせるのか、各校で取り組んでいる実際例を元に研究協議する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
対象科目：農業科学基礎、作物、野菜、果樹、草花、畜産、農業機械、動物・植物バイオテクノロジー、農業機械、農業経営、農業経済、総合実習、課題研究など


○各府県、学校において取り組む内容が異なります。上記の項目をすべて網羅しなくても結構です。　
発表者、参加者の実状に応じ、構成しやすい内容で資料作成をお願いします。
第２分科会
	司会
	愛知
	指導助言
	愛知・奈良
	発表者
	愛知・兵庫・京都


○資料作成様式
	

	
	分科会
	第２
	課題テーマ
	食品加工系科目の内容と効果的な指導方法について
	

	
	府県名
	
	学校名
	
	職・氏名
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	事前研究の要点
１．所属学科（コース）の目標
２．該当科目名とその科目がコース目標に対しての役割
３．科目の具体的な到達目標
４．取り組みの工夫や実践例
５．成果と課題



○討議要旨
	本分科会では、生徒に科目の内容を確実に理解をさせ、どのような力をつけさせるのか、各校で取り組んでいる実際例を元に研究協議する。
　対象科目：食品製造、食品化学、微生物基礎、食品流通、総合実習、課題研究など


○各府県、学校において取り組む内容が異なります。上記の項目をすべて網羅しなくても結構です。　
発表者、参加者の実状に応じ、構成しやすい内容で資料作成をお願いします。
第３分科会
	司会
	滋賀
	指導助言
	滋賀・和歌山
	発表者
	滋賀・大阪・奈良


○資料作成様式
	

	
	分科会
	第３
	課題テーマ
	環境・ﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ系科目の内容と効果的な指導方法について
	

	
	府県名
	
	学校名
	
	職・氏名
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	事前研究の要点
１．所属学科（コース）の目標
２．該当科目名とその科目がコース目標に対しての役割
３．科目の具体的な到達目標
４．取り組みの工夫や実践例
５．成果と課題



○討議要旨
	本分科会では、生徒に科目の内容を確実に理解をさせ、どのような力をつけさせるのか、各校で取り組んでいる実際例を元に研究協議する。
　対象科目：環境科学基礎、森林科学、森林経営、林産加工、農業土木設計、農業土木施行、造園計画、造園技術、測量、生物活用、グリーンライフ、総合実習、課題研究など


○各府県、学校において取り組む内容が異なります。上記の項目をすべて網羅しなくても結構です。　
発表者、参加者の実状に応じ、構成しやすい内容で資料作成をお願いします。
第４分科会
	司会
	岐阜
	指導助言
	岐阜・兵庫
	発表者
	岐阜・三重・和歌山


○資料作成様式
	

	
	分科会
	第４
	課題テーマ
	農業クラブ活動の活性化に向けた取り組み
	

	
	府県名
	
	学校名
	
	職・氏名
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	事前研究の要点
１．各学校における農業クラブの活動の現状
　（１）農業クラブに対する生徒の意識
　（２）農業クラブの広報活動の展開をどうしているか。（啓発活動の内容など）
　（３）農業クラブ活動を活性化するために取り組んでいる内容など。
２．各校あるいは、各県における全国大会に向けた取り組みについて
３．課題、問題点等



○討議要旨
	農業クラブ活動の活発な学校は、生徒や先生も活気があるといわれている。本分科会では、各学校の農業クラブの活性化に向けた取り組みの実例を元に、日々の学習活動にどのような効果があるか研究協議する。


○各府県、学校において取り組む内容が異なります。上記の項目をすべて網羅しなくても結構です。　
発表者、参加者の実状に応じ、構成しやすい内容で資料作成をお願いします。
第５分科会
	司会
	京都
	指導助言
	京都・大阪
	発表者
	京都・愛知・兵庫


○資料作成様式
	

	
	分科会
	第５
	課題テーマ
	進路指導の現状と展望について
	

	
	府県名
	
	学校名
	
	職・氏名
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	事前研究の要点
１．学校・学科の進路目標
２．進路状況
（就農、関連企業への就職、関連分野への進学、わかる範囲で就職進学後の就農状況）
３．進路指導の実践例
　（１）入学後からの取り組み
  （２）学校全体や進路指導部、学科、コース学年団の協力体制
　（３）進路希望をかなえるための方法
４．成果と課題



○討議要旨
	本分科会では、各校の３年間にわたる進路指導への取り組み（学校内での協力体制や校外との連携など）、また昨今の不況にもかかわらず進路希望を確実に実現させるための事例について情報交換を行い、進路のあり方について研究協議する。


○各府県、学校において取り組む内容が異なります。上記の項目をすべて網羅しなくても結構です。　
発表者、参加者の実状に応じ、構成しやすい内容で資料作成をお願いします。
第６分科会
	司会
	奈良
	指導助言
	奈良・三重
	発表者
	奈良・滋賀・大阪


○資料作成様式
	

	
	分科会
	第６
	課題テーマ
	生徒に元気を与える農場運営のあり方
	

	
	府県名
	
	学校名
	
	職・氏名
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	事前研究の要点
１．設置学科、教育目標、教育課程等
２．農場規模の概要
３．生徒に元気を与える取り組み事例
　（１）地域との連携実践例
　（２）プロジェクト活動、課題研究での取り組み（農業クラブ活動につながる農場運営を含む）
４．成果と課題
　（１）取り組み事例に対する成果と課題
　（２）地域住民との問題等の例とその解決事例
　（３）その他



○討議要旨
	本分科会では、生徒たちが農場での学習を通して、教室だけでは学ぶことのできない栽培や飼育の知識技術の習得を図るとともに、さまざまな感動を体験できる人間教育の場でもある農場の各校の取り組み（生徒に元気を与え、生きる力を育んだ事例など）について情報交換を行い、今後の農場運営のあり方について研究協議する。


○各府県、学校において取り組む内容が異なります。上記の項目をすべて網羅しなくても結構です。　
発表者、参加者の実状に応じ、構成しやすい内容で資料作成をお願いします。
